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緊張允進型低送血量が外科的l乙最も問題である乙と
に注目し，術前， 術直後の心送血量について調べ
た。術前低送血量は術直後では 54%が尋常化する
がなほ 33%が低送血量のままである。尋常化され
た例では全麻例i乙多くまた術中輸血した例に多く見
られたが， しかし尋常送血量をもつものは術中輸血
と分時送血量の変動は差を認めない。
臨床上低送血量を見出すととは重要であるので血
圧値，心拍数，脈圧と，低送血量の関係を見た。血
圧値では相関性なし心拍数で、は術前は相関を見な
いが術後では 100以上と 70以下に分かれる特長を
見?こ。脈圧では術前術後とも 40mmHg以下を示
し相関を見た。次に代表的な症例をあげ，その循環
変動の経過と不全の対策を述べた。症例 1は術後対
策を行わなかった低送血量例のたどる変化を示し，
症例2は輸血の効果と低送血量の改善例を示した。
症例3は昇圧剤とヂギタリス剤の効果を示した。
結語 
1. Wezler法で 96例の循環分析を行い緊張充
進型低送血量例が 46%を示した。 
2. 術前の低送血量の術直後改善率は全麻例が高
く，また術中輸血した例に高い。 
3. 低送血量の臨床上の推定は術前で脈圧が 40 
mmHg以下ではほとんどできるが術直後では脈圧 
40mmHg以下，心拍数 100以上， あるいは 70以
下では完全に推定できる。 
4. 術後循環不全には輸血の他心力増強がよい。
48. 県立佐原病院における手術症例の統計的観察
(特に悪性腫蕩を中心として)
県立佐原病院紅谷 周，二宮 一
県立佐原病院における 7年間の経過を統計的に観
察し，併せて外科において治療の主眼として来た胃
癌につき考察を加えた。
胃癌の手術症例は総計 125例で切除し得た症例は 
98例， 切除率は平均 74%と可成り高率を示した。
術式により分類すると，胃切除 74例，胃全刻 24例
で胃全別は 25%近くを占めた。
年令分布では 50，60代に多いが 70才以上の高令
者にもかなりみられた。
胃癌の遠隔成績調査の結果， 胃全易リを含む切除症
例 94例中直接死亡3例， 入院中死亡2例， 消息不
明11例を除き追求し得た 78例について 6ヵ月 70
%， 1年47%，3年生存率は 28.6%となった。非切
除症例では 1年半生存例はない。
今後放射線療法，化学療法等の使用によりさらに
癌治療成績の向上を図り度いと思う。
49. 慢性硬膜下血腫の 1治験例
下都賀病院外科軽部達夫，池田佐嘉衛
症例関O善o 20才，念
匝吐1主訴左頭頂部痛，悪心， 
現病歴 5/n交通事故により頭部を強打。入院後
ふ意識消失が5日間続いたが保存的療法lとより快
復，脳動脈撮影で異常所見認めず，自他覚的にも異
常なかったので 44日目退院する。受傷後， 約5カ
月後より主訴あり再入院した。
現症意識明瞭なるも左側の瞳孔拡大，対光反射
も遅い。遠方を見る時二重複視を訴える。右下肢に
脱力あり，膝蓋鍵反射は共l乙充進する。脳動脈撮影
像で左頭頂部ILA vascular Areaを認め， 硬膜下
血腫と診断し，左頭頂部開頭，血腫除去術を行っ
た。術後経過良好で術後 33日目全治退院した。
以上我々は慢性硬膜下血腫の 1治験例を得ました
ので 2，3の考察を加え報告しました。 
49.の追加慢性硬膜外血腫の 1治験例

長狭国保病院山田明義，石島福昭 

症例 18才男子学生で，伐採作業中，丸太にて頭 
部を強打，直ちに来院す。
来院時，意識なく，ショック状態で，左側頭部に
高度の骨折あり。 3日日頃よりやや意識依復せる
も，軽度の発語障碍と，著明な計算能低下および， 
右半身運動障碍を認む。
関頭するに，中脳膜動脈の一分校が損傷せられ，
硬膜外l乙手掌大の血腫が認められ， これを除去し，
中脳膜動脈分校を結繋し，手術を終る。術後経過は
順調で，精神的lζ も異常なく，日常生活にも何ら異
常を認めない。
一般に硬膜外血腫は受傷後何んら，観血的治療を'
施行しないときは 24時間以内児死亡するのが通例
であるが，幸にも本症例は，骨折の程度がひどく，
一部において， spontan. Dekompressioの型にな
っていたために，約 2週間後で巨大なる硬脳膜外血
腫を除去し得7こ興味ある症例であるので追加した。 
50. 開業 8カ月の症例とニ，三の特殊例について
中村(武)外科医院岡村隆夫
外来患者分布は県下全地区に亘り県外からの患者

も含まれている。外来新患数はほとんど毎月増加の

-608- 千葉医学会雑誌 第 38巻
傾向を示し， 胃腸疾患が 6割，..8割。入院者総数
255名，手術例237名， 手術施行率は 93%である。
そのうち食道噴門癌 11例， 胃切 110例となってい
る。悪性腫蕩の手術例は全手術例の 25.7%を示す。
胃癌について見れば B-工法 24例， B-ll法 3例，
胃腸吻合術8例，試験開腹 1例である。
全症例中 2，3の興味ある症例について
年令別では 85才のイレウスの症例について， 手
術所見はポリープに依る腸重積と大網膜の絞拒性イ
レウスの併発した形であった。
小児外科の分野においてはヒルシュシュプルング
氏病の症例について，共に全治退院す。
胃切 110例中ポリープ 3例の症例について，
最後K消化性空腸潰蕩が当地区にあっても多くそ
のうち 6例について B-ll→ B-工再建術を施行し
たのでその全症例について発表した。 
51. 胃軸捻転症を伴える横隔膜へルニヤの 1治験
官d
長狭国保病院山田明義，石島福昭 
症例 30才，男子，職業運転手 
既往歴特記すべきものなし
現病歴約5年前より，心寓部痛，胸やけ等を訴
え，その都度，薬物療法をうけ軽快していたが，自
動車運転中，前胸部激痛， u匝吐等現れ，ショックの
状態にて来院，諸種検査にては軽度の貧血と潜血の
認められるのみ， レ線検査にて，右食道裂孔へJレニ
ヤの蔽頓と診断し手術を施行す。 
手術所見上正中切聞にて開腹するに胃は胃周囲
臓器と癒着し，そのため大智側は後正中方向に索引
され，長軸に対し，左方向に捻転せる状態にて，食
道裂孔より右縦隔内に脱出していた。癒着のため，
さらに右第 6肋聞にて閲胸し，還納，噴門部を固定
した。
術後経過順調なるも約 3カ月より胃部膨満感等
現る。レ線的にバリウムの排出遅く迷走神経切断せ
るためと思はれる。 11カ月後には自覚的苦痛はほ
ほ消失す。 
52. 佐伯病院における最近 2年間の胆道系疾患手
術の統計的観察
佐伯一善 
金沢市，佐伯病院における，昭和 35年 11月より
昭和 37年 10月に至る満2年間の全手術例は 1563
例であり，その中，胆道系疾患は 99例， 6.6%であ
った。その分類は，胆石症，胆嚢炎，回虫迷入が 90 
例で圧倒的で，以下酔頭部癌3例，胃癌浸潤に因る
総胆管狭窄症2例，胆嚢癌1例等である。手術々式
は， 胆嚢別出術 69例，胆嚢刻出兼総胆管切開術 14
例，総胆管切開術4例， 胆道再建術 10例，酔頭部
十二指腸切除術 1例等となっている。乙の間の死亡
例は，胆石症手術後6日自民急性心筋障碍で失った
1例である。 これら胆道系疾患 99例の中には， 6 
例の再発による総胆管結石症があるが， これを検討
すると先回手術時の遺残結石より胆管内にて再形成
されたものが多い。また結石は何れもピリ Jレピン系
石であり，総胆管開口部の狭窄は必ずしも認められ
なかった。特にピリルビン系石が胆管内にて原発せ
る症例には再発の率が高いので充分の後療法が必要
であると考えられる。 
53. 植竹病院勤務半年間の経験症例
植竹病院前田和嘉一，植竹光一
植竹病院における最近半年間の手術例は 181例で
あるが， その中興味ある症例について報告した。
181例中胃切除は 106例であるが，大部分は胃十二
指腸潰震で，胃癌は健康診断の目的で来院した中
から発見された早期癌2例を含む 13例であった。
胃切除術後障碍患者は半年聞に 16例あったが， 乙
の中十二指腸虫の寄生によるもの 5例あり，徹底的
駆虫記よって治癒せしめ得た。術後愁訴のアンケー
ト作製には寄生虫障碍を十分考慮すべきである。次
才の男15他病院で虫垂切除後癒着を疑われた と，I
子の狭窄期回腸未端炎の 1例， および 50才の女性
で癒着性イレウスとして開腹した処，結核性包裏性
腹膜であった症例につき報告した。 181例中手術死
亡は胆石症の 50才の女性 1例である。不顕J性ノてセ
ドウ氏病の疑いあるも胆石症状激烈のため手術を施
行した処， 高熱頻脈を起し術後 3日目で急死した
が，手術適応の難しさを痛感した。
54. Poor Riskの胃切除について
上都賀病院外科坂田早苗，石崎省吾
船越文雄，根本幸一
最上栄蔵，真家雅彦
最近 3年聞に 249例の胃切除を行い， 89例の 
Poor 'Riskの患者に湛遇した。
われわれの PoorRiskの基準は，アメリカ麻酔
学会，東大・山村，千大・矢沢等の基準を参考にし
て，年令 65才以上，血色素量70%以下，赤血球数
